
 

16  

昭
和
五
十
九
年
四
月
二
十
八
日
提
出 

質

問

第

一

六

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

児
童
扶
養
手
当
削
減
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
五
十
九
年
四
月
二
十
八
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

福 
永 

健 

司 

殿 

 

提 

出 

者 
 

辻 
 
 

一 
 

彦 

 

一 

 



 

昭
和
三
十
四
年
国
民
年
金
制
度
が
創
設
さ
れ
、
父
親
と
の
死
別
母
子
世
帯
に
母
子
福
祉
年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
つ
た
が
、
離
別
母
子
世
帯
は
そ
の
対
象
と
な
ら
な
か
つ
た
。
従
つ
て
死
別
と
生
別
を
問
わ
ず
、
母
子
世
帯

の
社
会
的
、
経
済
的
実
態
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
生
別
母
子
世
帯
に
つ
い
て
保
障
措
置
を
講
じ
な
い
で
お
く
こ

と
は
公
平
に
失
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
児
童
扶
養
手
当
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
所
得
制
限
、
金
額
い
づ

れ
も
母
子
福
祉
年
金
に
準
じ
て
毎
年
改
善
が
図
ら
れ
て
き
た
。 

ま
た
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
に
は
、
参
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
も
政
府
は
、
「
未
婚
の
母
、
父
親
が 

 

蒸
発
し
た
者
は
幅
広
く
対
象
と
し
て
基
本
的
な
法
律
の
目
標
に
従
つ
て
今
後
も
支
給
に
当
た
つ
て
は
運
用
を
拡
大

し
て
い
く
の
が
当
然
で
あ
り
皿
と
表
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
運
用
に
よ
り
児
童
扶
養
手
当
法
は
仕
事
と
育
児

の
一
人
二
役
を
担
つ
て
苦
労
し
て
い
る
母
子
世
帯
の
生
活
を
支
え
、
子
の
扶
養
と
高
校
就
学
に
も
大
き
な
役
割
を 
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近
年
離
婚
の
増
加
に
よ
り
、
生
別
母
子
世
帯
が
そ
の
半
ば
以
上
を
占
め
る
に
至
つ
た
が
、
そ
の
背
影
に
は
現
代

社
会
の
構
造
的
変
化
、
一
方
的
に
忍
従
し
な
い
妻
の
自
立
を
目
指
す
生
き
方
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
べ

き
で
あ
る
。
離
婚
に
よ
る
母
子
世
帯
、
未
婚
の
母
、
父
子
世
帯
の
増
加
は
現
代
社
会
の
新
た
な
福
祉
の
問
題
で
あ

る
。
一
部
に
は
批
判
さ
れ
る
点
も
あ
る
が
、
そ
の
多
く
は
社
会
的
な
矛
盾
や
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
原
因
は
と
も
あ
れ
、
福
祉
の
対
象
と
な
る
弱
者
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
今
や
福
祉
は
こ
の
よ
う
な
社

会
構
造
変
化
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
な
時
で
あ
る
。 

し
か
る
に
今
回
の
政
府
改
正
案
は
、
財
政
難
を
理
由
に
弱
者
切
捨
て
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ま
こ
と

に
遺
憾
で
あ
る
。 

一 

母
子
世
帯
の
所
得
が
年
百
万
円
か
ら
二
百
万
円
が
大
部
分
を
占
め
る
中
で
、
所
得
制
限
を
二
段
階
に
分
け
年 

果
た
し
て
き
た
。 

以
上
の
理
由
に
よ
り
政
府
に
対
し
、
以
下
七
点
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

四 

 



 

四 

未
婚
の
母
に
つ
い
て
は
、
扶
養
や
保
護
を
要
す
る
子
の
福
祉
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
、
婚
姻
を
し
て
い
る
か 

三 

手
当
の
支
給
期
間
は
改
正
案
で
は
、
義
務
教
育
終
了
ま
で
と
切
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
高
校
進
学
が
九
四
・

三
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
義
務
教
育
化
し
て
い
る
中
で
、
こ
の
切
下
げ
は
高
校
就
学
を
著
し
く
困
難
に
す
る
と

思
う
が
ど
う
か
。 

二 

手
当
額
の
引
上
げ
は
従
来
母
子
福
祉
年
金
に
連
動
し
て
改
正
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
今
回
の
政
府
予
算
で
は

母
子
福
祉
年
金
よ
り
三
百
円
安
く
格
差
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
今
後
手
当
額
が
、
据
え
置
か
れ
る
懸
念
は
な
い

か
。 

収
が
百
五
十
一
万
円
以
上
の
場
合
は
一
万
円
の
切
下
げ
と
し
て
い
る
こ
と
は
母
子
家
庭
の
実
態
に
則
し
た
も
の

と
な
つ
て
い
な
い
。
改
定
す
べ
き
で
な
い
か
。 

政
府
説
明
で
は
、
児
童
扶
養
資
金
に
つ
い
て
は
無
利
子
で
貸
与
す
る
と
い
う
が
、
担
保
、
保
証
人
な
し
で
無

条
件
で
貸
与
で
き
る
の
か
。 

五 

 



 

五 

改
正
案
で
は
、
前
夫
の
所
得
が
政
令
で
定
め
た
額
を
超
え
た
場
合
は
支
給
し
な
い
と
し
て
い
る
が
、
前
夫 

 

が
い
か
に
資
産
家
で
も
母
子
の
面
倒
を
み
る
と
は
限
ら
な
い
。
社
会
保
障
制
度
審
議
会
は
、
「
民
法
上
の
扶
養 

義
務
が
十
分
に
履
行
さ
れ
る
手
だ
て
な
し
に
は
、
児
童
の
福
祉
が
確
保
さ
れ
な
い
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
の

で
、
こ
の
方
面
に
対
す
る
検
討
を
別
に
行
わ
れ
た
い
。
」
と
答
申
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
保
障
措
置
が
あ
る

か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

六 

費
用
負
担
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
体
に
負
担
を
求
め
る
臨
調
答
申
に
強
い
反
発
が
あ
る
。
政
府
説
明
で
は

地
方
自
治
体
の
二
割
負
担
は
、
地
方
交
付
税
の
中
で
財
政
措
置
を
講
じ
て
い
る
と
い
う
が
、
こ
れ
で
は
国
の
税

金
を
使
う
点
か
ら
は
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
地
方
自
治
体
へ
の
し
わ
よ
せ
で
な
い
の
な
ら
、
従
来
ど
お
り
国
費
全

額
負
担
で
い
く
べ
き
で
な
い
か
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

七 

以
上
の
観
点
か
ら
本
改
正
案
を
撤
回
す
る
意
思
は
な
い
か
。 

否
か
を
問
わ
ず
、
手
当
を
支
給
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

六 

 



 

 

七 

右
質
問
す
る
。 


